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本日の目次

１．議員説明会の報告

２．上下水道事業の各種計画

３. 料金体系の検討

（１）水道料金

（２）下水道使用料
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開催時期 主な内容

第１回委員会 ８月６日
・諮問

・上下水道事業の事業概要、経営状況等

第２回委員会 １０月７日
・各種事業計画の検討

（投資財政計画等）

第３回委員会 １１月１８日
・水道料金及び下水道使用料改定の見通し
・料金改定の方針検討

第４回委員会 １月２１日
・上下水道料金（料金水準・料金体系）検討

第５回委員会 ２月１８日

第６回委員会 R７年３月 ・答申（案）の検討

市長への答申（今年度中）

委員会開催時期及び内容



２.上下水道事業の各種計画
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１ 敦賀市新水道ビジョン

２ 敦賀市水道事業アセットマネジメント

３ 敦賀市水道事業施設耐震化計画

４ 敦賀市水道事業水安全計画

５ 敦賀市水道事業経営戦略

６ 敦賀市下水道事業経営戦略



３.料金体系の検討
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・算定要領のようなガイドラインを作成するときにはベースとなる考え方があると思うが、
料金体系を考える上でヒントになるような考え方を示していただきたい。

・市民が納得できるような方向性を持っていることと、企業と市民の比重がどうなのか
というところが非常に問題になると思う。

・使用水量が減ればダウンサイジングが進んで設備改修の支出を抑えることができる。
このことから、節水された方に割引するオプションのような戦略的なことは考えられないか。
また、企業に頼りきりになると撤退されたときに影響が大きく危険なため、広く浅く収入を
得るように考える必要があると思う。

・料金改定による値上げをしなければならないというのは理解している。特定の利用者が
急激に上がって、市民生活や企業経営の負担になっては元も子もないため、ある程度
抑えた形でやっていただきたい。
皆が平等であるべきで、誰かが安くなって誰かが高くなるというのは不公平なので、
ケース②の考え方で行くのが一番ベストだと思う。

・本来のあるべき姿としてはケース①とするべきだが、大きく変動するため今のルールを
踏襲することが一番理解を得やすい気がする。

前回の委員会における料金体系に関する各委員からの意見



３．料金体系の検討
（１）水道料金

現行体系 ケース① ケース② ケース③ ケース④

概要 現行の料金体系

使用者への影響 -

基本料金と
従量料金の

割合

基本料金：従量料金
＝4：6

基本料金：従量料金
＝5：5

基本料金：従量料金
＝4：6

基本料金：従量料金
＝4：6

基本料金：従量料金
＝4.5：5.5

累進度 1.24 1.00 1.24 1.35 1.26

現行体系との比較
（1月あたり 税抜）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

10㎥ 1,000 - - 1,670 670 67% 1,200 200 20% 1,200 200 20% 1,400 400 40%

20㎥ 2,020 - - 2,360 340 17% 2,420 400 20% 2,380 360 18% 2,440 420 21%

13mm 30㎥ 3,040 - - 3,050 10 0% 3,640 600 20% 3,560 520 17% 3,480 440 14%

40㎥ 4,180 - - 3,740 -440 -11% 5,010 830 20% 4,920 740 18% 4,650 470 11%

50㎥ 5,320 - - 4,430 -890 -17% 6,380 1,060 20% 6,280 960 18% 5,820 500 9%

10㎥ 1,180 - - 2,880 1,700 144% 1,420 240 20% 1,420 240 20% 1,660 480 41%

20㎥ 2,200 - - 3,570 1,370 62% 2,640 440 20% 2,600 400 18% 2,700 500 23%

20mm 30㎥ 3,220 - - 4,260 1,040 32% 3,860 640 20% 3,780 560 17% 3,740 520 16%

40㎥ 4,360 - - 4,950 590 14% 5,230 870 20% 5,140 780 18% 4,910 550 13%

50㎥ 5,500 - - 5,640 140 3% 6,600 1,100 20% 6,500 1,000 18% 6,080 580 11%

100㎥ 11,740 - - 15,900 4,160 35% 14,100 2,360 20% 13,950 2,210 19% 12,740 1,000 9%

150㎥ 18,040 - - 19,350 1,310 7% 21,650 3,610 20% 21,900 3,860 21% 19,290 1,250 7%

40mm 200㎥ 24,340 - - 22,800 -1,540 -6% 29,200 4,860 20% 29,850 5,510 23% 25,840 1,500 6%

300㎥ 36,940 - - 29,700 -7,240 -20% 44,300 7,360 20% 45,750 8,810 24% 38,940 2,000 5%

500㎥ 62,140 - - 43,500 -18,640 -30% 74,500 12,360 20% 77,550 15,410 25% 65,140 3,000 5%

100㎥ 12,820 - - 21,540 8,720 68% 15,390 2,570 20% 15,270 2,450 19% 14,320 1,500 12%

150㎥ 19,120 - - 24,990 5,870 31% 22,940 3,820 20% 23,220 4,100 21% 20,870 1,750 9%

50mm 200㎥ 25,420 - - 28,440 3,020 12% 30,490 5,070 20% 31,170 5,750 23% 27,420 2,000 8%

300㎥ 38,020 - - 35,340 -2,680 -7% 45,590 7,570 20% 47,070 9,050 24% 40,520 2,500 7%

500㎥ 63,220 - - 49,140 -14,080 -22% 75,790 12,570 20% 78,870 15,650 25% 66,720 3,500 6%

従量料金の少量分の引上げを抑え、大量分の引
上げを増加

使用者間で不公平感が今より大きくなる（累進
度が大きくなる）が、少量使用者の増加分の負
担は小さくなる。

従量料金の少量分の引上げを増加し、大量分の
引上げを抑制

少量使用者の増加分の負担は大きくなるが、多
量使用者の増加分の負担は小さくなる。また、
口径によって負担感に差がある。

使
用
水
量

「水道料金算定要領の考え方」に基づき設定
料金改定20％を考慮

基本料金・従量料金の改定率を一律20%

料金体系
（税抜）

現行の累進制ではなくなるため、節水意識が働
かなくなる可能性がある。

一律20%改定となるため、使用者間での不公平感
がない。
使用者にとってはわかりやすい料金体系にな
る。

13 960

20 1,140

30 1,440

40 1,680

50 2,760

75 4,200

100 5,400

口径

（mm）

現行

体系

基
本
料
金

13 980 1.02

20 2,190 1.92

30 5,110 3.55

40 9,000 5.36

50 14,640 5.30

75 34,700 8.26

100 61,170 11.33

口径

（mm）
ケース①

改定

倍率

基
本
料
金

13 1,150 1.20

20 1,370 1.20

30 1,730 1.20

40 2,020 1.20

50 3,310 1.20

75 5,040 1.20

100 6,480 1.20

口径

（mm）
ケース②

改定

倍率

基
本
料
金

13 1,150 1.20

20 1,370 1.20

30 1,730 1.20

40 2,020 1.20

50 3,340 1.21

75 5,080 1.21

100 6,590 1.22

口径

（mm）

ケース

③-1-3

改定

倍率

基
本
料
金

13 1,350 1.41

20 1,610 1.41

30 2,060 1.43

40 2,420 1.44

50 4,000 1.45

75 6,130 1.46

100 7,880 1.46

口径

（mm）

ケース

③-2-3

改定

倍率

基
本
料
金

1 ～ 10 ㎥ 4

11 ～ 30 ㎥ 102

31 ～ 100 ㎥ 114

101 ㎥ ～ 126

水量区分

（㎥/月）

現行

体系

従
量
料
金

1 ～ 10 ㎥ 69 17.25

11 ～ 30 ㎥ 69 0.68

31 ～ 100 ㎥ 69 0.61

101 ㎥ ～ 69 0.55

水量区分

（㎥/月）
ケース①

改定

倍率

従
量
料
金

1 ～ 10 ㎥ 5 1.25

11 ～ 30 ㎥ 122 1.20

31 ～ 100 ㎥ 137 1.20

101 ㎥ ～ 151 1.20

水量区分

（㎥/月）
ケース②

改定

倍率

従
量
料
金

1 ～ 10 ㎥ 5 1.25

11 ～ 30 ㎥ 118 1.16

31 ～ 100 ㎥ 136 1.19

101 ㎥ ～ 159 1.26

水量区分

（㎥/月）

ケース

③-1-3

改定

倍率

従
量
料
金

1 ～ 10 ㎥ 5 1.25

11 ～ 30 ㎥ 104 1.02

31 ～ 100 ㎥ 117 1.03

101 ㎥ ～ 131 1.04

ケース

③-2-3

改定

倍率

従
量
料
金

水量区分

（㎥/月）
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水道料金
ケース①　水道料金算定要領の考え方　基本料金：従量料金＝5：5　従量料金の累進度 1.00 ケース②　一律で20％増加 基本料金：従量料金＝4：6　従量料金の累進度 1.24

（円/月） （円/月）

10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

1,670 2,360 3,050 3,740 4,430 7,880 11,330 14,780 21,680 35,480 1,200 2,420 3,640 5,010 6,380 13,230 20,780 28,330 43,430 73,630

670 340 10 -440 -890 -3,140 -5,990 -8,840 -14,540 -25,940 200 400 600 830 1,060 2,210 3,460 4,710 7,210 12,210

67% 17% 0% -11% -17% -28% -35% -37% -40% -42% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

ケース③　少量使用者に配慮　基本料金：従量料金＝4：6　従量料金の累進度 1.35 ケース④　多量使用者に配慮　基本料金：従量料金＝4.5：5.5　従量料金の累進度 1.26

（円/月） （円/月）

10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

1,200 2,380 3,560 4,920 6,280 13,080 21,030 28,980 44,880 76,680 1,400 2,440 3,480 4,650 5,820 11,670 18,220 24,770 37,870 64,070

200 360 520 740 960 2,060 3,710 5,360 8,660 15,260 400 420 440 470 500 650 900 1,150 1,650 2,650

20% 18% 17% 18% 18% 19% 21% 23% 24% 25% 40% 21% 14% 11% 9% 6% 5% 5% 5% 4%

使用水量

13mmの水道料金

現行体系との差額

料金改定率(%)

現行体系との差額

使用水量

13mmの水道料金

料金改定率(%)

13mmの水道料金13mmの水道料金

現行体系との差額

料金改定率(%)

使用水量 使用水量

現行体系との差額

料金改定率(%)

-100%

0%

100%

200%

300%

400%

500%

600%

700%

800%

900%

1000%

1100%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

13mm

20mm

30mm

40mm

50mm

75mm

100mm

平均改定率20％

全口径で少量使

用者の負担が大

きい。

多量使用者の負担は小さく

なり、現行料金よりも値下

げとなる場合も見られる。

（-25％～-44％）

3人～5人世帯（口径13

～30㎜で20～50ｍ3の使

用者）の負担は少量使

用ほど負担が大きい。

使用水量が増えるごとに改定

率は下がる。

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

13mm

20mm

30mm

40mm

50mm

75mm

100mm

平均改定率20％

改定率は20％程度

多量使用者の負担は

大きくなる。

3人～5人世帯（口径13

～30㎜で20～50ｍ3の使

用者）の負担は小さく

なる。

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

13mm

20mm

30mm

40mm

50mm

75mm

100mm

平均改定率20％

改定率は40%程度

多量使用者の負担は

小さくなる。

3人～5人世帯（口径13

～30㎜で20～50ｍ3の使

用者）の負担は小さく

なる。

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

50%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

13mm

20mm

30mm

40mm

50mm

75mm

100mm

平均改定率20％

少量使用者も

改定率20％

多量使用者も

改定率20%
3人～5人世帯も

改定率20%

どの水量区分も同じ負担
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水道料金の改定案（各案の特徴）

項目 現行体系 ケース① ケース② ケース③ ケース④

概要 －
「水道料金算定要領」

に基づき設定 一律20％改定
少量使用者の改定率

を抑制
多量使用者の改定率

を抑制

基本料金と従量
料金の割合

4：6 5：5 4：6 4：6 4.5：5.5

累進度 1.24 1.00 1.24 1.35 1.26

使用者への影響 －

現行の累進性では
なくなり、現行の
料金体系から大き
く変わるため使用
者から理解を得ら
れにくい

一律20%改定となる
ため、負担感は同
じ

少量使用者の負担
感は小さくなるが、
多量使用者の負担
感は大きい

少量使用者の負担
感は大きくなるが、
多量使用者の負担
感は小さい

改定率に対する
公平性

－ ✕ ○ △ ✕

料金改定案の
分かりやすさ

－ わかりにくい 最もわかりやすい
ケース①と②の

中間
ケース①と②の

中間



３．料金体系の検討
（２）下水道使用料
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現行体系 ケース① ケース② ケース③ ケース④

概要 現行の使用料体系

使用料体系
（税抜）

基本使用料と
従量使用料の

割合
基本使用料：従量使用料 ＝3.5：6.5 基本使用料：従量使用料 ＝3.5：6.5 基本使用料：従量使用料 ＝3.5：6.5

累進度 1.94 - 1.95 2.04 1.74

現行体系との比較
（1月あたり 税抜）

使用料（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

使用料金
（円）

現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

使用料金
（円）

現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

使用料金
（円）

現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

使用料金
（円）

現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

10㎥ 1,200 - - 2,430 1,230 103% 1,440 240 20% 1,490 290 24% 1,510 310 26%

20㎥ 2,460 - - 3,340 880 36% 2,950 490 20% 2,940 480 20% 3,060 600 24%

30㎥ 3,960 - - 4,630 670 17% 4,750 790 20% 4,670 710 18% 4,910 950 24%

40㎥ 5,700 - - 8,440 2,740 48% 6,840 1,140 20% 6,670 970 17% 7,050 1,350 24%

50㎥ 7,680 - - 11,910 4,230 55% 9,220 1,540 20% 9,060 1,380 18% 9,230 1,550 20%

100㎥ 18,880 - - 27,360 8,480 45% 22,670 3,790 20% 22,610 3,730 20% 21,580 2,700 14%

150㎥ 31,130 - - 32,260 1,130 4% 37,370 6,240 20% 37,410 6,280 20% 35,080 3,950 13%

200㎥ 43,380 - - 37,160 -6,220 -14% 52,070 8,690 20% 52,210 8,830 20% 48,580 5,200 12%

300㎥ 67,880 - - 46,960 -20,920 -31% 81,470 13,590 20% 81,810 13,930 21% 75,580 7,700 11%

500㎥ 116,880 - - 66,560 -50,320 -43% 140,270 23,390 20% 141,010 24,130 21% 129,580 12,700 11%

○浴場汚水の使用料改定について

　・普通公衆浴場等は、公衆浴場法で「公衆浴場は地域住民の日常生活において保健衛生上必要な施設」と定められている。
　・入浴料金については、福井県知事が上限額を指定するため、経営者が独自で値上げすることができず、下水道使用料等の経費を入浴料金に転嫁させることは難しい状況である。
　・これを考慮し、浴場汚水の現行の使用料体系は、基本使用料および３０㎥までの従量使用料は一般汚水と同額、３１㎥以上の従量料金については、一般汚水よりも安価な使用料を設定している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【改定方針】　基本料金および３０㎥までの従量使用料は、一般汚水と同額の改定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１㎥以上の従量使用料は、現行の使用料４７円/㎥のまま据え置き

使
用
水
量

基本使用料：従量使用料 ＝3.4：6.6 基本使用料：従量使用料 ＝3.4：6.6

使用者間で不公平感が今より小さくなる
（累進度が小さくなる）が、少量使用者の
増加分の負担は大きくなる。

「下水道使用料算定の考え方」に基づき設
定
使用料改定20％を考慮

基本使用料・従量使用料の改定率を一律
20%

従量使用料の少量分の引上げを抑え、
大量分の引上げを増加

従量使用料の少量分の引上げを増加し、
大量分の引上げを抑制

使用者への影響 -

現行の累進制ではなくなるため、
節水意識が働かなくなる可能性がある。
現行の使用料体系から大きく変わるため、
使用者から理解を得られにくい。

一律20%改定となるため、使用者間での
不公平感がない。
使用者にとってはわかりやすい使用料体系
になり、周知しやすい。

使用者間で不公平感が今より大きくなる
（累進度が大きくなる）が、少量使用者の
増加分の負担は小さくなる。
※10㎥以下は負担増加

1,140

1 ～ 10 ㎥ 6

11 ～ 20 ㎥ 126

21 ～ 30 ㎥ 150

31 ～ 40 ㎥ 174

41 ～ 50 ㎥ 198

51 ～ 100 ㎥ 224

101 ㎥ ～ 245

水量区分

（㎥/月）

現行

体系

基本使用料

従
量
使
用
料

1,420 1.25

1 ～ 10 ㎥ 101 16.83

11 ～ 20 ㎥ 91 0.72

21 ～ 30 ㎥ 129 0.86

31 ～ 40 ㎥ 381 2.19

41 ～ 50 ㎥ 347 1.75

51 ～ 100 ㎥ 309 1.38

101 ㎥ ～ 98 0.40

水量区分

（㎥/月）
ケース①

改定

倍率

基本使用料

従
量
使
用
料

1,370 1.20

1 ～ 10 ㎥ 7 1.17

11 ～ 20 ㎥ 151 1.20

21 ～ 30 ㎥ 180 1.20

31 ～ 40 ㎥ 209 1.20

41 ～ 50 ㎥ 238 1.20

51 ～ 100 ㎥ 269 1.20

101 ㎥ ～ 294 1.20

ケース②
改定

倍率

水量区分

（㎥/月）

基本使用料

従
量
使
用
料

1,420 1.25

1 ～ 10 ㎥ 9 1.50

11 ～ 20 ㎥ 155 1.23

21 ～ 30 ㎥ 185 1.23

31 ～ 40 ㎥ 214 1.23

41 ～ 50 ㎥ 218 1.10

51 ～ 100 ㎥ 247 1.10

101 ㎥ ～ 270 1.10

水量区分

（㎥/月）

ケース

④

改定

倍率

基本使用料

従
量
使
用
料

1,420 1.25

1 ～ 10 ㎥ 7 1.17

11 ～ 20 ㎥ 145 1.15

21 ～ 30 ㎥ 173 1.15

31 ～ 40 ㎥ 200 1.15

41 ～ 50 ㎥ 239 1.21

51 ～ 100 ㎥ 271 1.21

101 ㎥ ～ 296 1.21

水量区分

（㎥/月）

ケース

③

改定

倍率

基本使用料

従
量
使
用
料



下水道使用料
ケース① 下水道使用料算定の考え方 ケース② 一律で２０％増加 従量使用料の累進度　1.95

10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

2,430 3,340 4,630 8,440 11,910 27,360 32,260 37,160 46,960 66,560 1,440 2,950 4,750 6,840 9,220 22,670 37,370 52,070 81,470 140,270

1,230 880 670 2,740 4,230 8,480 1,130 -6,220 -20,920 -50,320 240 490 790 1,140 1,540 3,790 6,240 8,690 13,590 23,390

103% 36% 17% 48% 55% 45% 4% -14% -31% -43% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20% 20%

ケース③ 少量使用者に配慮 従量料金の累進度　2.04 ケース④ 多量使用者に配慮 従量料金の累進度　1.74

10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

1,490 2,940 4,670 6,670 9,060 22,610 37,410 52,210 81,810 141,010 1,510 3,060 4,910 7,050 9,230 21,580 35,080 48,580 75,580 129,580

290 480 710 970 1,380 3,730 6,280 8,830 13,930 24,130 310 600 950 1,350 1,550 2,700 3,950 5,200 7,700 12,700

24% 20% 18% 17% 18% 20% 20% 20% 21% 21% 26% 24% 24% 24% 20% 14% 13% 12% 11% 11%

現行体系との差額（円） 現行体系との差額（円）

改定率（％） 改定率（％）

使用水量

使用料金（円）

使用水量

使用料金（円） 使用料金（円）

現行体系との差額（円）

使用料金（円）

改定率（％）

現行体系との差額（円）

改定率（％）

使用水量 使用水量

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

平均改定率20％

少量使用者の

負担が大きい

（103％）

多量使用者の負担は小さい（平均－８％）

（45％～-43％）

3人～5人世帯の負担は平均

改定率より大きい（平均

39％）（17％～55％）

使用水量が増えるごとに

改定率は下がる。

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

平均改定率20％

少量使用者も

改定率20％
多量使用者も改定率20％3人～5人世帯も改定率20％

どの水量区分も同じ負担

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

少量使用者の

負担が大きい

（24％）

多量使用者の改定率（平均

20％）（20％～21％）

3人～5人世帯の負担は平均

改定率より小さい（平均

18％）（17％～20％）

少量が負担小、多量が負担大

※ただし１０㎥の負担大

平均改定率20％
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15%
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40%

0㎥ 10㎥ 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 100㎥ 150㎥ 200㎥ 300㎥ 500㎥

改
定
率

使用水量

少量使用者の

負担が大きい

（26％）

多量使用者の負担は小さい（平均１２％）
（１１％～１４％）

3人～5人世帯の負担は平均改

定率より大きい（平均23％）

（20％～24％）

少量が負担大、多量が負担小

平均改定率20％

10
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下水道使用料の改定案（各案の特徴）

項目 現行体系 ケース① ケース② ケース③ ケース④

概要 －
「下水道使用料算定
の基本的考え方」に

基づき設定
一律20％改定

少量使用者の改定率
を抑制

多量使用者の改定率
を抑制

基本使用料と従量
使用料の割合

3.4：6.6 3.5：6.5 3.4：6.6 3.5：6.5 3.5：6.5

累進度 1.94 - 1.95 2.04 1.74

使用者への影響 －

現行の累進性では
なくなり、現行の
使用料体系から大
きく変わるため使
用者から理解を得
られにくい

一律20%改定となる
ため、負担感は同
じ

少量使用者の負担
感は小さくなるが、
多量使用者の負担
感は大きい

少量使用者の負担
感は大きくなるが、
多量使用者の負担
感は小さい

改定率に対する
公平性

－ ✕ ○ △ △

使用料改定案の
分かりやすさ

－ わかりにくい 最もわかりやすい
ケース①と②の

中間
ケース①と②の

中間


